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１．はじめに  

地下空洞型処分施設性能確証試験底部緩衝材施工確認試験は，低レベル放射性廃棄物のうち比較的放射性

レベルの高い廃棄物等を対象とした地下空洞型処分施設の人工バリア構成のうち，底部緩衝材を実規模大で

構築し，施工性の評価や施工時の品質等の確認を行うものである．底部緩衝材施工確認試験は，主に大型振

動ローラを用いた原位置締固め施工を行い，第 1層目の施工確認試験を通じ，施工手順の検討を行った 1)2)3)． 

本項では，第 1層目の底部緩衝材施工後に実施した密度測定の結果を報告する． 

 

２．底部緩衝材施工確認試験の品質確認項目 

底部緩衝材施工確認試験は，仕上り層厚 1m の底部緩衝材を構築

するもので，ベントナイトを層状に撒き出し，原位置にて転圧締固

め施工を行うものである．緩衝材の管理基準値は，材料含水比を 21

±2%，乾燥密度を 1.6±0.1Mg/m3とし，仕上り層厚を 10cm と設定

している． 

1 層目の転圧締固め施工後，コアボーリングを実施し，コア試料

の密度を測定した．密度測定はノギス法とした．コア試料の採取位

置を図-1に示す．奥部，側部，端部，一般部それぞれの施工部位ご

との密度，及び一般部とその周辺部との境界部の密度を測定できる

よう網羅的に配置した． 

また，締固め施工の 1層の上部と下部との間で生ずる密度のばらつきを評価することが必要であると考え，

施工後に採取したコア試料を上下方向に 3分割して密度測定を行い，締固め層内の上下間の密度差を把握し

た．図-1の s-1から s-3，s-7からｓ-9は 3分割して密度測定を行うコアの採取位置である． 

 

３．密度測定結果 

コア試料による密度測定結果について述べる．一般部と奥部，側部，端部では施工方法が異なることから，

それぞれの部位での密度について検討する． 

全コア試料の乾燥密度分布を図-2に示す．乾燥密度の管理目標 1.6±0.1Mg/m3に対し 39試料中一般部の 3

試料，奥部の 1試料，計 4試料において上限以上（1.7 Mg/ m3以上）となったが，下限以下（1.5Mg/ m3未満）

となっているものはない．このため，採取コアの 90%で管理目標内となった．全コア試料の平均密度は

1.669Mg/ m3であった． 

全コア試料の平均密度 1.669Mg/ m3 に対し，奥部等を含む一般部の平均乾燥密度は図-3 に示すように

1.674Mg/ m3であり，その差は 0.005Mg/ m3（0.3%）と小さい．また，図-4 に示す境界部の平均乾燥密度は

1.658Mg/ m3であり，その差は-0.011Mg/ m3（-0.7%）となる．いずれも差は小さな値となっており，施工方法

及び施工位置の違いによる影響は小さいものと考えられる． 

一般部と境界部では施工方法が異なることから，それぞれの密度と含水比の関係を整理した．乾燥密度と 
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図-1 コア試料採取位置 
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含水比の関係を図-5（一般部）及び図-6（境界部）に，ゼロ空隙曲線とともに示す．一般部では，ほとんど

の試料でゼロ空隙曲線付近まで締固めされていることが分かった． 

3分割コアの密度の深度方向分布を図-7（一般部）及び図-8（境界部）に示す．上部の表層付近での密度が

高く，下方ほど密度が小さくなる状況が一般部，境界部ともに確認できた． 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

地下空洞型処分施設における底部緩衝材第 1層目を対象に，密度測定を実施した．その結果，乾燥密度，

含水比が管理目標値を満たすことが確認された．また，一般部と境界部の達成密度を比較し，施工方法及び

施工位置の違いによる影響は小さいことが分かった． 

今後，密度測定位置や頻度等の施工時の品質管理方法について検討した上で，2 層目以降の施工確認試験

を実施する計画である．なお，本報告は経済産業省からの委託による「管理型処分技術調査等（地下空洞型

処分施設性能確証試験）」の成果の一部である． 
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図-3 一般部の乾燥密度分布 

 

図-2 全コア試料の乾燥密度分布 
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図-4 境界部の乾燥密度分布

図-5 含水比と乾燥密度（一般部） 
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